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豊かな自然と多様な固有種（担当　一杉）
マダガスカルの国土は日本の約1.6倍、世
界で4番目に大きい島である。人口は約2千
5百万人、10世紀ごろに丸木舟でボルネオ
島の辺りから渡って来たとされるマレー系
と、アフリカ大陸の奴隷が起源とされる黒人
系が融合したらしい。少し黒みを帯びた目で
小柄なアジア系の人を町でよく見掛ける。言
葉もマレー・ポリネシア語派に属しインドネ
シア語との共通点が多くあり、性格は概して
おとなしく、内向的で会議では意見をはっき
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ムーラムーラの島国

マダガスカル

モザンビーク

アンツィラナナ
（ディエゴ・スアレス）

インド洋

ノシベ

アンタナナリボ（首都）

【マダガスカル共和国：基礎データ】

面積　59万㎢
人口　2,557万人
首都　アンタナナリボ
言語　�マダガスカル語、フランス語（共に公用語）
元首	 アンジ・ニリナ・ラジョリナ大統領
GDP（名目）　115.0億ドル（2017年）

左から、有山所長付、一杉所長、谷
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り言わないため、日本人とよく似ているとも
いわれる。
主食はお米で1人当たり年間平均120kg
食べるといわれ、現在の日本人の実に約2倍
である。ラマザバと呼ばれるお肉と野菜を煮
付けたシチューのようなスープをかけて食べ
るのがこの国の郷土料理である。先日、日本
へ遠征に行くラグビーの女子ナショナルチー
ムの壮行会を行ったが、若いアスリートたち
はお皿いっぱいにお米をテンコ盛りにして満
面の笑みを見せてくれた。
マダガスカルがアフリカ大陸から地殻変動
で離れインドと地続きだったのが1億3千万
年前、さらにインドと離れて現在のアフリカ
大陸のそばに戻ったのが9千万年前とされて
いる。そのため、動物・植物共に90％以上
が固有種であるとされている。時折、静止画
像のように動きを止めるカメレオンのうち世
界の3分の2の種が生息するらしいが、大型
の蛇・ワニなどの爬

は

虫
ちゅう

類やライオン・ヒョ
ウなどの肉食獣の天敵がいないために生き
残ったといわれている。バオバブの木は世界
で8種のうちの6種がマダガスカルの固有種
だそうだが、ある意味、マダガスカル人自身
も固有種といえるかもしれない。実際、マダ

ガスカル人は自分たちをアフリカ人だとは考
えていない。
マダガスカルの1人当たりのGDPは約
400ドル、最貧国である。石油・石炭をはじ
め化石燃料が豊富だが、国内輸送手段が未整
備のため、開発が遅れ、全量を輸入に頼って
いる。庶民の日々の煮炊きは山から切り出し
たまきや炭を使っている。伝統的な焼畑農法
に加え、不法伐採の影響を受け国土の90％
がはげ山状態になっているのは、生活のため、
やむなしなのだろうか？　経済発展の妨げに
なっている要因としては、毎年襲ってくるペ
スト、サイクロンの被害に加え、5年ごとに
政権が入れ替わることも一因かもしれない。
この国の象徴である「タビビトの木」も固有
種だが、皮肉にも瀕

ひん

死
し

の経営状態にある国営
航空会社「エアマダガスカル」のロゴに使わ
れている。この国が豊かな資源と固有種たち

ラグビー女子ナショナルチーム壮行会の様子
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と共に世界に飛翔する日が来ることを願って
やまない。

未電化生活と幸せなマダガスカル人（担当　谷）
電化率16％。これはマダガスカルの全国
電化率であり、アフリカ大陸の平均25％を
さらに下回っている。この指標を聞いて、皆
さんはどのような生活を思い浮かべるだろう
か。この国には、電気のない生活を当たり前
のものとして暮らす人々が多くいる。
実は首都アンタナナリボに暮らしている
と、この国のリアルな電力事情を実感する機
会は少ない。停電は発生するものの、居住区
によっては自家用電源を備えており、照明・
空調・インターネット等々が基本的に不自由
なく使用可能である。
ところが、一歩首都を出ると、途端に景色
が一変する。

車でしばらく走れば、そこに広がるのは赤
土の山と大草原。窓の景色から電線が見えな
くなる。ケーブルが地中に埋まっているはず
もなく、そこが、未電化地域であることは、
一目瞭然である。比較的大きな町に近づくと
電線が現れては、また消えていく。町と町の
間に点在する村々に電線はなく、家庭用の太
陽光パネルをたまに見掛ける程度である。
夕暮れを過ぎると、走行時の頼りは車の
ヘッドライトのみ。たまに行き交う対向車の
ヘッドライトが、片方しか点灯していないこ
とを想像いただきたい。行き交うこちらは、
ヒヤヒヤする。
なお、電気に限らず、この国では各種イン
フラ整備が進んでいない。道路の整備も行き
届いておらず、デコボコ道が続くと、実際の
移動距離に対して、移動時間も想定以上にか
かるものだ。地方を早朝に出発しても首都に
帰り着くのは日が暮れた後、そんな車の旅を
経験すればこそ、首都に近づき、街灯や家々
の明かりを見た時には感動を覚えるものであ
る。なるほど、ここは大都会だ、と。
先日、生まれも育ちも首都アンタナナリボ
という同国スタッフと遠方に地方出張した
際、彼女にとっても、目的地は未知の世界と

首都を出てしばらく走ると広がる景色 地方でも少しずつ太陽光パネルの普及が進んでいる
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極にあるような日本の生活に思いを馳せた。

歴史が結ぶ二つの島国（担当　有山）
マダガスカルと日本はいずれも大陸の東側
に位置する大海に浮かぶ島国であるが、それ
ぞれ全く異なる歴史を歩んできた。マダガス
カル人の祖先はインドネシア方面から船で渡
り着いた人々といわれており、他のアフリカ
諸国と比べインドネシアとの共通点を見いだ
すことができるが（例えば吹き矢やアウトリ
ガー付きカヌーなど）、日本と直接的な結び
付きを顕著に示すものはない。日本の歴史の
中にマダガスカルが登場するのは20世紀に
なってからであり、一つは日露戦争、もう一
つは第2次世界大戦の時代である。まずは日
露戦争という舞台に登場していただこう。
日露戦争を描いた小説といえば、司馬遼太
郎の「坂の上の雲」が有名であるが、この中
に日本海海戦に向かうロシア・バルチック艦
隊がマダガスカルで燃料や水・食糧の補給を
行ったとの記述がある。現在マダガスカル有
数のリゾート地となっている北西部のノシ
ベで補給を受けたというのが通説であり、小
説でもそう記されているが、これには異説が
ある。
バルチック艦隊はまず補給のためノシベに
寄航するが、その目的を果たすことができず
マダガスカル最北端のディエゴ・スアレス港
への移動を余儀なくされ、ここでようやく補
給を受けることができた、というものである。
長期間足止めさせられたバルチック艦隊の中
で乗組員は栄養不足や熱帯病で多くの犠牲者
を出し戦闘意欲を著しく低下させていった。
この時ディエゴ・スアレスに住んでいた一人
の日本商人が戦艦の種類や数、艦隊が積み込
んだ燃料や水、食糧の量をひそかに調査し、

いう様子で、携帯電話はつながるのか（ネッ
トが使えるエリアは限られ、使用できる場合
も電波が弱くテレビ電話などは不可能に近
い）、道路の状況はどうか、不安がっている
様子を見て、それほど都市と地方の暮らしぶ
りの差は大きいのだと、改めて実感した。
電化の担い手としては、国営企業の
JIRAMA（マダガスカル電力・水供給会社）
が電気関係の公共設備を担当しているもの
の、なかなか思うように進んでいない。
その他、民間セクターも地方に大規模な太
陽光パネルを設置し、電力販売等を試みてい
るが、地方では主に自給農業（次の収穫時期
まで家族が食いつなぐ分だけを栽培し、販売
などは行わない）で生活する人々が多く、現
金収入が少ないため、そもそも電気を買うこ
とが難しい面もあるようだ。
さて、そんなこちらの生活だが、悪いこと
ばかりではない。首都とはいえ、外には最低
限の明かりしかなく、自然と早寝早起きの習
慣になる。毎朝6時になると、朝日と鳥のさ
えずりで目が覚め、夕方17時には日の入り
となり、鳥たちが巣に戻ると、辺りは真っ暗
になる。「人間らしい」というか、健康的な
生活を送れているように感じている。
活動するのは明るいうち、日が沈めば辺り

は真っ暗。太陽の動きと共にある規則的な生
活リズムは、地方に行くほど、はっきりして
いる。首都暮らしの私が、その暮らしぶりを
語るのはおこがましいが、何度か地方の生
活を目にすると、そこに住む人々に悲壮感は
なく、その日一日をのんびりと過ごしている
ようにみえるのだ。この国にはムーラムーラ
（ゆっくりゆっくり）という言葉があるが、ま
さに「ムーラムーラ」を地でいく、幸せな生
活を送っているようにみえ、ふと、それと対
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在ボンベイ日本領事館に電報で伝えた。これ
がバルチック艦隊の動静を把握する貴重な情
報になったといわれている。
この人物こそ、熊本天草出身の当時32歳
の赤崎伝三郎である。100年以上も前にマダ
ガスカルに日本人が住んでいたとは驚きであ
る。なお日露戦争終結後、同氏には、日本帝
国海軍から感謝状が贈られた。赤崎は29歳
の時、家業が失敗し、その借金を返済するた
め長崎に向かい、ここでフランス人の下で
コックとしての道を歩み始めた。しかしこの
給金だけでは十分に食べていけず、職を求め
て上海、香港、サイゴンに向かい、最後にマ
ダガスカルにたどり着いた。彼はマダガスカ
ルでレストラン、ホテル、映画館などを経営
し成功を収め、四半世紀後故郷である天草の
土を再び踏んでいる。
話を第2次世界大戦に移そう。舞台は再び
ディエゴ・スアレス（1975年に町名がアン
ツィラナナに変わった）。ディエゴ・スアレ
スにはフランス植民地時代以降、そして独立
後もフランス海軍の基地が置かれた。湾は天
然の良湾として知られ、ブラジルのリオに
次いで世界で2番目に大きな湾といわれてい
る。第2次大戦勃発後、フランスに枢軸国派

のヴィシー政権が誕生した。マダガスカル現
地政府もヴィシー政府側に立つこととなった
のに伴い、この軍港も本来なら、連合国側か
ら奪還し、枢軸国側の制圧下に置く必要が
あったが、当時、ドイツ海軍にはインド洋に
まで艦隊を派遣する余裕はなかった。
1942年5月、ヴィシー政権から要請を受
けた日本帝国海軍はマダガスカルにイ号潜
水艦を派遣、潜水艦から発進した特殊潜航艇
が、ディエゴ・スアレス港に停泊していた英
国海軍艦隊を攻撃しタンカー 1隻を撃沈、戦
艦1隻を大破させた。この作戦で特殊潜航艇
乗組員の秋枝三郎中佐と竹本正巳特務少尉
の2人が上陸、英国軍兵士と交戦した末に戦
死した。またこの作戦には岩瀬勝輔少尉と高
田高三2等兵曹も参加し共に戦死した。ディ
エゴ・スアレスには「特潜四勇士」の慰霊碑
が日本によってアンツィラナナ市大学病院
敷地内に建てられ、現地の人により維持管理
されている。この厚意に対し日本国大使館よ
り病院改修の支援がなされている。故郷の土
を再び踏むことなく、はるか彼の地で命果て
た4人の若者の無念さを思う時、冥福を祈ら
ずにはおられない。
（上記4人の階級は資料により異なる） JF

TC

慰霊施設の様子 「特潜四勇士」慰霊碑


